はない。 しかも 譬 家の 放った 細 作 は、 絶えず 彼の 身辺 

を 窺って いる。 彼 は 放 培 を 装って、 これらの 細 作の 

眼 を 欺く と共に、 併せて また、 その 放 培に 欺かれた 同 

やましな まる やま 

志の 疑惑 を も 解かなければ ならなかった。 山 科 や 円 山 

の 謀議の 昔 を 思 い 返せば、 当時の 苦衷が 再び 心の中に 

よみ 返って 来る。 —— しかし、 もうす ベて は 行く 処へ 

行きつ いた。 

もし、 まだ 片 のっかな いものが あると すれば、 それ 

こ-つぎ ご さ た 

は 一 党 四十 七 人に 対する、 公儀の 御沙汰 だけで ある。 

が、 その 御沙汰が あるの も、 いずれ 遠い 事で はない の 

に違いない。 そうだ。 すべて は 行く 処へ 行きつ いた。 



か。 それ も 「主人の 譬、 思い知れ」 と 云いながら、 やつ 

たの だそう です。 …… 」 

藤 左衛門 は、 手真似 をしながら、 笑い 笑い、 こう 云つ 

た。 

「それ はまた 乱暴 至極です な。」 

「職人の 方 は、 大 怪我 をした ようです。 それでも、 近 

所の 評判 は、 その 丁稚の 方が 好い と 云う の だから、 不 

とおりち よ-つ 

思議でしょう。 そのほか まだ その 通 町 三 丁目に も 一 

しんこ-つじまち 

つ、 新麴町 の 二 丁目に も 一 つ、 それから、 もう 一 つ は 

どこでした かな。 とにかく、 諸方に あるそう です。 そ 

れが 皆、 我々 の 真似 だそう だから、 可笑しい じゃあり 



ません か。」 

藤左衛 門と 忠左衛 門と は、 顔 を 見合せ て、 笑った。 

復謦 の 挙が 江戸の 人心に 与えた 影響 を 耳に する の は、 

どんな 些事に しても、 快い に 相違ない。 ただ 一人 

内蔵 助 だけ は、 僅に 額へ 手 を 加えた まま、 つまらな そ 

うな 顔 をして、 黙って いる。 II 藤左衛 門の 話 は、 彼 

の 心の 満足に、 かすかながら 妙な 曇り を 落させた。 と 

云っても、 勿論 彼が、 彼のした 行為の あらゆる 結果に、 

責任 を 持 つ 気で いた 訳で はない。 彼等が 復謦の 挙を果 

して 以来、 江戸 中に 仇 討が 流行した 所で、 それ はもと 

ふうば ぎ ゆ う 

より 彼の 良心と 風馬牛な のが 当然で ある。 しかし、 そ 



じる と、 町人 百姓まで そう 云う 真似が して 見た くなる 

ので ございましよう。 これで、 どのくらい じだらくな 

じょうげ じょ-つるり 

上下の 風俗が、 改まる かわかり ません。 やれ 浄瑠璃の、 

やれ 歌舞伎のと、 見た くもない ものば かり 流行って い 

る 時で ござ いますから、 丁度よ ろしゅう ございます。」 

会話の 進行 は、 また 内蔵 助に とって、 面白くない 方 

向へ 進む らしい。 そこで、 彼 は、 わざと 重々 しい 調子 

で、 卑下の 辞 を 述べながら、 巧に その 方向 を 転換し よ 

うとした。 

ほ ありがた 

「手前た ちの 忠義 をお 褒め 下さる の は 難 有い が、 手前 

ひとり 

一 人の 量 見で は、 お 恥し い 方が 先に 立ちます。」 



手前の 親族 の 者 も，、 y /ざいます。 して 見れば お 恥し い 気 

のす るの も 無理 は，、 - J ざいますまい。」 

一 座の 空気 は、 内蔵 助の この 語と 共に、 今までの 陽 

気 さ を なくなして、 急に 真面目な 調子 を 帯びた。 この 

意味で、 会話 は、 彼の 意図 通り、 方向 を 転換した と 云つ 

て も 差支えない。 が、 転換した 方向が、 果して 内蔵 助 

おのず か 

にと つて、 愉快な ものだった かどう か は、 自ら また 

別な 問題で ある。 

彼の 述懐 を 聞く と、 まず 早 水 藤 左衛門 は、 両手に こ 

しらえ ていた 拳骨 を、 一 一三 度 膝の 上に こすりながら、 

「彼奴 等 は 皆、 揃い も 揃った 人畜 生ば かりです な。 



一 人と して、 武士の 風上に も 置け るよう な 奴 は 居り ま 

せん。」 

「さよう さ。 それ も 高 田 群兵衛 などに なると、 畜生よ 

リ 劣って いますて。」 

忠左衛 門 は、 眉 を あげて、 賛同 を 求める ように、 堀 

部 弥兵衛 を 見た。 慷慨，. 家の 弥兵衛 は、 もとより 黙って 

ヽ Kit' ヽ。 

レ. レ 

「引き上げの 朝、 彼奴に 遇った 時には、 唾 を 吐き かけ 

て も 飽き 足らぬ と 思いました。 何しろの めの めと 我々 

の 前へ 面 を さらした 上に、 御 本望 を 遂げられ、 大慶の 

至りな どと 云う のです からな。」 



「高 田 も 高 田 じ やが、 小山 田 庄左衛 門な どもし ようの 

ないた わけ 者 じ や。」 

間瀬久 太夫が、 誰に 云う ともなく こう 云う と、 原惣 

右衛門 や 小 野 寺 十 内 も、 やはり 口 を 斉しく して、 背 明 i 

の 徒 を 罵り はじめた。 寡黙な 間 喜兵衛 でさえ、 口 こそ 

きかない が、 白髪頭 を うなずかせて、 一 同の 意見に 賛 

同の 意 を 表した 事 は、 度々 ある。 

「何に 致せ、 御 一同の ような 忠臣と、 一 つ 御 藩に、 さ 

ような 輩が 居ろうと は、 考えられ も 致しません な。 

されば こそ、 武士 はもと より、 町人 百姓まで、 ダ 侍 

ろく ぬすびと あっこう お 

の禄 盗人のと 悪口 を 申して 居る ようで ございます。 



が、 その 斬り 捨ての 任に 当り 兼ねない 勢いで ある。 こ 

せんどう 

れに 煽動され た吉 田、 原、 早 水、 堀 部な ど は、 皆 一種 

の 興奮 を 感じた ように、 愈 手 ひどく、 乱臣 賊子 を 

ぱさ つ 

罵 殺しに かかった。 II が、 その 中に ただ 一 人、 大石 

内蔵 助 だけ は、 両手 を 膝の 上に のせた まま、 t 愈 つま 

ら なそう な 顔 をして、 だんだん 口数 をへ らしながら、 

ぼんやり 火鉢の 中 を 眺めて いる。 

彼 は、 彼の 転換した 方面へ 会話が 進行した 結果、 変 

ますます ほ 

心した 故 朋輩の 代価で、 彼等の 忠義が 益 褒めそやさ 

れ ている と 云う、 新しい 事実 を 発見した。 そうして、 

それと 共に、 彼の 胸底 を 吹いて いた 春風 は、 再び 幾分 



伝 右衛門 は、 こう 云う 前置き をして、 それから、 内 

蔵 助が 濫行 を尽 した 一 年 前の * 聞 を、 長々 としゃべ り 

出した。 高 尾 や 愛宕の 紅葉 狩 も、 佯狂の 彼に は、 どの 

しま ばら ぎおん えん 

くらい つらかった 事であろう。 島 原 や 祇園の 花見の宴 

も、 苦肉の 計に 耽って いる 彼に は、 苦しかった のに 相 

違ない。 ：：： 

はりぬき いし 

「承れば、 その 頃 京都で は、 大石 かるくて 張 抜 石な ど 

と 申す 唄 も、 流行りました 由 を 聞き及びました。 それ 

ほどまでに、 天下 を 欺き 了せ るの は、 よくよくの 事で 

なければ 出来ますまい。 先頃 天 野 弥左衛 門 様が、 沈勇 

だと 御 賞美に なった の も、 至極 道理な 事で ございま 



不相変 面白そう な 話 声が つづいて いる。 彼 は それ を 聞 

おのず か おもむろ 

いている 中に、 自らな 一味の 哀情が、 徐に彼 をつ 

つんで 来る の を 意識した。 この かすかな 梅の 匂に つれ 

て、 冴 返る 心の底へ しみ 透って 来る 寂し さは、 この 云 

いようの ない 寂し さは、 一 体 どこから 来る のであろう- 

ぞうがん つめた 

II 内蔵 助 は、 青空に 象嵌 をした ような、 堅く 冷 い 花 

を 仰ぎながら、 いつまでも じっと \ィ ん でいた。 

(大正 六 年 八月 十五 日) 
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